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本
報
告
で
は
、
公
衆
浴
場
法
に
お
け
る
営
業
者
の
役
割
に
注

目
し
な
が
ら
公
衆
浴
場
法
の
成
立
過
程
に
お
け
る
国
会
で
の
議

論
を
中
心
に
考
察
す
る
。

公
衆
浴
場
法
案
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
、
一
九
四
八

（
昭
和
二
三
）
年
第
一
回
、
第
二
回
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
七
月
十
二
日
に
公
布
さ
れ
た
。
公

衆
浴
場
法
は
、
公
衆
浴
場
を
全
国
一
律
に
規
制
す
る
最
初
の
法

律
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
の
成
立
以
前
は
各
府
県
の
「
取
締
規

則
」
に
よ
り
、
公
衆
浴
場
は
規
制
を
受
け
て
お
り
、
公
衆
浴
場

法
に
相
当
す
る
法
律
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

営
業
者
の
役
割
は
公
衆
浴
場
法
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条

二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
法
律
案
第
三
条
と
は
「
浴
場
業

を
営
む
者
（
営
業
者
と
い
う
。
以
下
同
じ
）
は
、
公
衆
浴
場
に

つ
い
て
、
換
気
、
採
光
、
照
明
、
保
温
及
び
清
潔
そ
の
他
入
浴
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者
の
衛
生
及
び
風
紀
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
２
前
項
の
措
置
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
が
条

例
で
、
こ
れ
を
定
め
る
。
」
で
あ
り
、
第
四
条
と
は
「
営
業
者
は

傳
染
性
の
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
者
と
認
め
ら
れ
、
又
は
他
の

入
浴
者
の
入
浴
に
支
障
を
与
え
る
処
の
あ
る
精
神
病
者
と
認
め

ら
れ
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
入
浴
を
拒
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
但
し
、
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
療
養
の
た
め
に

利
用
さ
れ
る
公
衆
浴
場
で
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
で
あ
る
。
第
五
条
二

項
と
は
、
「
入
浴
者
は
、
公
衆
浴
場
に
お
い
て
、
浴
そ
う
内
を
著

し
く
不
潔
に
し
、
そ
の
他
公
衆
衛
生
に
害
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る

行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
２
営
業
者
又
は
公
衆
浴
場
の
管

理
者
は
、
前
項
の
行
為
を
す
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
行
為
を
制

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
原
案
の
ま
ま

可
決
さ
れ
た
。
本
報
告
で
は
、
特
に
議
論
さ
れ
た
第
三
条
第
四

条
を
検
討
す
る
。

こ
れ
ら
は
公
衆
浴
場
法
成
立
過
程
の
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）

年
六
月
二
七
日
衆
議
院
厚
生
委
員
会
に
お
い
て
特
に
細
か
く
議

論
が
な
さ
れ
た
。
第
三
条
第
四
条
が
規
定
し
て
い
る
の
は
、
営
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／、

業
者
の
「
衛
生
及
び
風
紀
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
」
る
義
務
、

「
傳
染
性
の
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
者
と
認
め
ら
れ
、
又
は
他
の

入
浴
者
の
入
浴
に
支
障
を
与
え
る
処
の
あ
る
精
神
病
者
と
認
め

ら
れ
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
入
浴
を
拒
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
義
務
で
あ
る
。
前
者
の
措
置
基
準
は
都
道
府
県
条
例
に
準

拠
し
て
お
り
、
後
者
は
明
確
な
法
的
基
準
が
な
く
営
業
者
の
判

断
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
。
同
委
員
会
で
の
榊
原
亨
委
員
と
三
木

行
治
政
府
委
員
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
、
「
公
衆
浴
場
の
経
営
者

が
そ
の
主
観
に
お
い
て
認
め
得
る
疾
病
」
で
あ
る
と
三
木
政
府

委
員
が
明
言
し
て
い
る
。

「
傳
染
性
の
疾
病
」
と
し
て
、
こ
こ
で
は
特
に
性
病
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
山
崎
道
子
委
員
は
、
第
三
条
に
関
連
さ
せ
、
「
実
際

に
お
い
て
こ
の
ご
ろ
の
浴
場
は
非
常
に
非
衞
生
的
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
今
度
の
性
病
予
防
法
の
参
考
資
料
を
見
て
も
、
浴
場

で
性
病
に
感
染
し
た
と
い
う
統
計
が
非
常
に
多
く
出
て
お
り
ま

す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
性
病
予
防
法
の
参
考
資
料
が

引
用
、
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
本
法
律
は
規
定
さ
れ
た
。

ま
た
「
精
神
病
者
」
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て

精
神
病
者
が
健
康
者
と
一
緒
に
な
ぜ
入
浴
し
て
は
い
り
な
い
の

か
ま
っ
た
く
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
精
神
病
者
を
認
め
る

「
基
準
」
が
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「
精
神
病
者
」

の
入
浴
拒
否
義
務
が
伝
染
病
予
防
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

営
業
者
に
課
せ
ら
れ
た
の
は
、
第
三
条
の
「
衛
生
に
必
要
な
措

置
」
と
い
う
よ
り
「
風
紀
に
必
要
な
措
置
」
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
こ
の
文
言
は
一
九
八

七
（
昭
和
六
二
）
年
精
神
衛
生
法
の
改
正
と
あ
わ
せ
て
公
衆
浴

場
法
一
部
改
正
に
よ
る
精
神
障
害
者
の
欠
格
条
項
の
削
除
が
実

現
す
る
ま
で
残
る
こ
と
と
な
る
。

第
四
条
は
暖
昧
な
規
定
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
営
業
者
の
主
観

的
判
断
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
性
病
な
ど
伝
染
病
の
感
染
を
防
ぎ
、
日
常
的
な
公
衆

衛
生
を
保
持
す
る
役
割
が
営
業
者
に
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
公
衆
浴
場
法
に
お
い
て
、
全
国
的
に
営

業
者
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
は
公
衆
浴
場
と
い
う
公
的
な
場
に
お

い
て
衛
生
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
役
割
、
そ
の
風
紀
を
保
つ

た
め
の
役
割
で
あ
っ
た
。


